
事業内容：建設業

宮地エンジニアリンググループ株式会社と

三菱重工業株式会社の共同出資を受け、

2015年4月に発足した橋梁事業をはじめと

する鋼構造製品の総合エンジニアリング会

社。我が国初の鉄の橋「くろがね橋｣

（1868年）を建設した長崎製鉄所、

その後の三菱重工業株式会社の橋梁部門

を源流として、本州四国連絡橋をはじめとす

る数多くの橋梁プロジェクトに参画

社員数：約255名

導入のきっかけ 導入効果

建設現場含め、Amazonビジネスを間接購買インフラとして活用
約500万円の開発費と約100万円の年間ランニング費用節約を達成

当初、40数名（ID単位課金）で使用する、

他社間接購買システムを約500万円の開発費をか

けて再構築するか悩んでいました。そんな時、無料で

使える法人版Amazonがあることを知りました。

導入検討にあたり、従来発注品が購入できるか調査

いただき、Amazonビジネスの商品カバー率の高さ

から安心して導入に進むことができました。また機能面

でも会計上必須の工事コードの入力や、承認ルール

設定等もあり、十分、間接購買インフラとして使える

ものだとわかりました。 また、有償Businessプライム

に加入することで自社に合った詳細設定を迅速かつ

手厚くサポートいただけることも非常に大きな決め手と

なり、今では100名近くまでユーザーも拡大しました。

事務用品、PC用品、BCP対策品、建設現場で使うようなツール（例：フルハーネス）など多岐に渡る

別購買システムからAmazonビジネスへの切り替え
で開発費 約500万円とランニングコスト約100万
円/年を削減

少なくとも約200万円以上/年の個人利用による
社員立替精算がなくなり、人的工数削減見込み
（ Amazon調べ）

Businessプライム加入により、手厚い設定作業
サポートを受けられ、スムーズかつスピーディーな
導入が実現

全ての購買データが取得でき、可視化による
コンプライアンスの強化を達成

導入推進部門：
総務部、資材部

Amazonビジネス活用シーン

エム・エム ブリッジ(株)

間接材購買のメインサプライヤーとして数億種類の商品が用意されているAmazonビジネスを利用
建設現場から事務職場まで、様々なユーザー、部署が利用している

Amazonビジネスで購買しているもの


